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《 論　　説 》
古ゲルマン語における名詞の分類と現代ドイツ
語の複数形について
田中　雅敏
1 ．はじめに
　現代ドイツ語における名詞の複数形の体系は、名詞に割り当てられた文法上
の性（Genera）に応じて、原則的には（ 1 ）から（ 3 ）の通りに区分できる
（Cf. 田中2019a: 32, 田中2019b: 197f.）。
（ 1 ）男性名詞 ..e （ 2 ）中性名詞 ..er （ 3 ）女性名詞 ..［e］n
　a. Hund - Hunde 　a. Kind - Kinder 　a. Blume - Blumen
　b. Ring - Ringe 　b. Blatt - Blätter 　b. Uhr - Uhren
　c. Korb - Körbe 　c. Buch - Bücher 　c. Tür - Türen
女性名詞に関しては、（ 3 ）の変種として、Blume のように語幹が -e で終わっ
ている場合（開音節）は ..n だけ付ければよいのは当然のこととして、Gabel
のように -e で終わっていなくても（閉音節）、その閉音節が弱音節（アクセン
トのない音節）であり、その母音が e である場合には、そこにさらに弱音節で
ある ..en をつけようとすると弱音節が連続するため、結果として ..n だけが付
けられることとなる（ 4 ）。
（ 4 ）a. Gabel - Gabeln
 　　b. Schwester - Schwestern
さらに、（ 4 ）と同じ理由から、男性名詞・中性名詞でも、語末の音節に弱母
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音の e がある場合には付けられる語尾がないため、見かけ上は「無語尾」に見
える。ただし、このタイプでは母音の変音（ウムラウト）が生じるため、ウム
ラウトの存在が単数と複数を隔てている。しかし、幹母音がウムラウトできな
い母音やはじめからウムラウトがついている場合には、完全に単複同形とな
る。
（ 5 ）無語尾型（ウムラウト）
　a. ウムラウト＋無語尾
　　Garten - Gärten　 Laden - Läden　 Vater - Väter
　b. 単複同形（ウムラウト不能）
　　Löffel - Löffel　 Zimmer - Zimmer　 Essen - Essen
名詞の性を覚えるときに、（ 6 a）のように形容詞の語尾変化を合わせて記憶し
ようとすることも有効であるし、また、複数形を知っていることで複数形語尾
の特性から名詞の性別を意識することも効果的である（ 6 b）：
（ 6 ）a. Schwäbisches Tagblatt（ドイツ南西部 Tübingen 地区の日刊紙）
 　　b. Philharmonische Blätter（ドイツ東部 Dresden オーケストラの機関誌）
（ 6 a）では、Blatt という単数形名詞に添えられる形容詞の「シグナル語尾」
（下線部 ; 田中2018:160; 田中2019a）が ..es であるため、Blatt は中性名詞とわ
かる。また、（ 6 b）が示すところは Blätter という複数形があり、これは単数
形に語尾 ..er（太字）がついたものであるため、..er を複数形語尾にとる名詞
群は中性名詞（ 2 ）であり、単数形 Blatt は中性名詞であるということである。
2 ．複数形語尾の原則とドイツ語教育
　ドイツ語教育の現場で複数形を教える観点から、実際に上の（ 1 ）から（ 3 ）
がどの程度機能するか、次の（ 7 ）で二重下線を引いて示す単数形名詞につい
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て、その複数形を考えてみる。
（ 7 ） Ein familienfreundlicher （a）Hof mit Mutterkuhhaltung, Katzen und 
Meerschweinchen. Genießen Sie den freien （b）Blick über Berge und Täler in 1.047 
m Höhe. Unser （c）Haus steht in ruhiger Lage und ist ein idealer （d）Ausgangspunkt 
für Räder, Wanderer und Wintersportler.
（ 8 ）a.  ein familienfreundlicher Hof というシグナル語尾から、Hof が男性名詞と
わかる。男性名詞の複数形は ..e であるため、複数形は Höfe である。
　　 b.  den freien Blick のシグナル語尾から、Blick が男性名詞とわかる。（a）
と同じく ..e をつけて、複数形は Blicke となる。
　　 c.  unser Haus のシグナル語尾からは一義的に中性名詞であることが見て
とれないが、Haus は中性名詞である。中性名詞の複数形は ..er を付け
て、Häuser となる。（不定冠詞類の男性名詞と中性名詞が同じ形にな
ることについての考察は、田中2019a を参照されたい。）
　　 d.  ein idealer Ausgangspunkt というシグナルから、Ausgangspunkt が男性名
詞とわかる。（a, b）と同じく ..e をつけて Ausgangspunkte となる。
　CEF-R（外国語学習のための・教授・評価のためのヨーロッパ共通参照枠）
の A 1 レベル（ 6 段階のうちの最初級）で最重要とされている名詞273語（真
道・ 小 笠 原・ 鈴 木 2013 か ら 抽 出） の う ち、Wohnzimmer, Kinderzimmer, 
Arbeitszimmer が同一の基底語 Zimmer でカウントできるように、基底語が重複
するものは省いた220語を対象として複数形の語尾を調べてみると、（ 1 ）、
（ 2 ）、（ 3 ）の原則に合致するものは144個あった。ただし、（i）単数形を持
た な い 名 詞（複 数 名 詞）Eltern と Ferien の 2 語、 並 び に（ii）Fleisch や
Österreich のように不可算名詞・固有名詞で複数形を持たない語（23語）はカ
ウントから除外している。また、（iii）ラテン語由来の複数形語尾を持つ 1 語
（Museum - Museen）、（iv）外来語由来で、母音で終わる開音節を持つ語（Cf.
東洋法学　第63巻第 1 号（2019年 7 月）
153
（11）; S 式語尾を持つ17語）、（v）形容詞の語尾変化をする der/die Deutsche（ 1
語）を除いた。
　単語リストは次の通りである（アルファベット順）。また、その内訳を（10）
に示す。
（ 9 ）
der Abend - Abende die Achtung
die Adresse - Adressen die Ampel - Ampeln
der Apfel - Äpfel der April - Aprile
der Arzt - Ärzte die Ärztin - Ärztinnen
das Auge - Augen der August - Auguste
das Auto - Autos das Bad - Bäder
die Bahn - Bahnen der Bahnhof - Bahnhöfe
der Ball - Bälle die Banane - Bananen
die Bank - Banken der Baum - Bäume
der Berg - Berge das Bett - Betten
die Bitte - Bitten die Blume - Blumen
der Boden - Böden der Brief - Briefe
das Brot - Brote der Bruder - Brüder
das Buch - Bücher das Büro - Büros
der Bus - Busse der Butter - Butter
das Café - Cafés der Cent - Cent［s］
der Computer - Computer das Deutsch
der/die Deutsche - Deutschen das Deutschland
der Dezember - Dezember der Durst
die Dusche - Duschen die Ecke - Ecken
das Ei - Eier die Million - Millionen
der Moment - Momente das Eis
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pl. Eltern das E-Mail - E-Mails
das Ende - Enden das Essen - Essen
der Euro - Euro［s］ die Familie - Familien
die Farbe - Farben der Februar - Februare
das Fenster - Fenster pl. Ferien
der Fernseher - Fernseher das Feuer
das Fieber der Finger - Finger
der Fisch - Fische die Flasche - Flaschen
das Fleisch das Flugzeug - Flugzeuge
die Frau - Frauen die Freizeit
der Freund - Freunde die Frucht - Früchte
der Frühling - Frühlinge das Frühstück - Frühstücke
der Fuß - Füße die Gabel - Gabeln
der Garten - Gärten das Geld - Gelder
das Gemüse das Geschäft - Geschäfte
das Getränk - Getränke das Glas - Gläser
das Gramm - Gramm［e］ die Größe - Größen
die Gruppe - Gruppen die Hand - Hände
das Haus - Häuser die Hausaufgabe - Hausaufgaben
das Heft - Hefte das Hemd - Hemden
der Herbst - Herbste der Herd - Herde
der Herr - Herren die Hilfe - Hilfen
die Hose - Hosen das Hotel - Hotels
der Hund - Hunde der Hunger
die Jacke - Jacken das Jahr - Jahre
der Januar - Januare das Japan
der Japaner - Japaner das Japanisch
der Juli - Julis der Junge - Jungen
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der Juni - Junis die Karte - Karten
die Kartoffel - Kartoffeln der Käse
die Katze - Katzen das Kilo - Kilo［s］
das Kind - Kinder das Kino - Kinos
der Koffer - Koffer der Kopf - Köpfe
die Kreuzung - Kreuzungen der Kurs - Kurse
die Küche - Küchen die Lampe - Lampen
das Land - Länder der Lehrer - Lehrer
das Licht - Lichter das Liter - Liter
der Löffel - Löffel das Mädchen - Mädchen
der Mai - Maie der Mann - Männer
der Mantel - Mäntel der März - Märze
das Meer - Meere das Messer - Messer
das Meter - Meter die Milch
die Minute - Minuten der Mittag - Mittage
der Mittwoch - Mittwoche der Monat - Monate
der Morgen - Morgen der Mund - Münder
das Museum - Museen die Musik
die Mutter - Mütter die Nacht - Nächte
der Name - Namen die Nase - Nasen
die Natur - Naturen der November - November
die Nudel - Nudeln die Nummer - Nummern
das Ohr - Ohren der Oktober - Oktober
die Orange - Orangen das Österreich
das Paket - Pakete das Papier - Papiere
der Park - Parks die Party - Partys
der Pass - Pässe die Pause - Pausen
die Pflanze - Pflanzen der Platz - Plätze
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die Polizei die Post - Posten
der Pulli - Pullis der Pullover - Pullover
das Rad - Räder das Radio - Radios
der Regen der Reis
die Reise - Reisen das Restaurant - Restaurants
der Saft - Säfte der Salat - Salate
der Satz - Sätze der Schlüssel - Schlüssel
der Schrank - Schränke der Schuh - Schuhe
die Schule - Schulen der Schüler - Schüler
die Schweiz die Schwester - Schwestern
die See - Seen die Seite - Seiten
die Sekunde - Sekunden der September - September
der Sohn - Söhne der Sommer - Sommer
die Sonne - Sonnen der Spiegel - Spiegel
der Spieler - Spieler der Sport
die Sprache - Sprachen die Stadt - Städte
die Straße - Straßen der Student - Studenten
der Stuhl - Stühle die Stunde - Stunden
der Supermarkt - Supermärkte die Suppe - Suppen
der Tag - Tage das Taxi - Taxis
das Telefon - Telefone der Text - Texte
die Tochter - Töchter die Toilette - Toiletten
der Tourist - Touristen die Tür - Türen
die Uhr - Uhren die Universität - Universitäten
der Vater - Väter der Vogel - Vögel
der Wald - Wälder die Wand - Wände
das Wasser der Weg - Wege
die Welt - Welten der Winter - Winter
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die Woche - Wochen die Wohnung - Wohnungen
das Wort - Wörter der Zahn - Zähne
die Zeit - Zeiten das Zimmer - Zimmer
die Zitrone - Zitronen der Zug - Züge
（10）a.（ 1 ）で説明できるもの　69語
　　 b.（ 2 ）で説明できるもの　18語
　　 c.（ 3 ）で説明できるもの　57語
　　 d. 複数名詞　 2 語
　　 e. 不可算名詞・固有名詞　23語
　　 f. ラテン語由来の複数形語尾　 1 語
　　 g. S 式（開音節）　17語
　　 h. 形容詞変化　 1 語
　　 i. それ以外　32語
なお、連続する弱音節を避けている（ 5 ）ものも（10a-c）にカウントしている。
（11）S 式複数形
　　a. 外来語など開音節（e 以外の母音で終わる開音節）などに用いられる
　　　Sofa - Sofas　 Taxi - Taxis　 Kanu - Kanus　 Kino - Kinos
　　b. 短縮語に用いられる
　　　LKW （Lastkraftwagen） - LKWs　 Kuli （Kugelschreiber） - Kulis
（10d）については、単数形を持たない名詞群であるため、見出し語がすでに複
数形であり、また複数形には性別の区別もないため、特記すべきことはない。
（10e）は、複数形を持たない名詞群であるが、性別の区別はあるため、意味に
加えてその名詞固有の性別は覚える必要がある。（10f）は、Museum - Museen
の他にも、A 2 レベル以上の語彙であれば Datum - Daten や Typus - Typen、
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Tempus - Tempora などがある。ラテン語由来の語彙であるため、別途注意が必
要となる。（10g）は（11）に示す S 式の複数形を作る。この原則も、極めて明
瞭であるため、初級文法学習の現場では（ 1 ）・（ 2 ）・（ 3 ）にこの（11）も加
えてよい。実際、初級ドイツ語の教材では、ドイツ語の複数形のパターンは、
（ 1 ）・（ 2 ）・（ 3 ）・（11）・（ 5 ）の 5 通りと説明されることが多い（ただし、
本論では（ 5 ）は独立したパラダイムとしては見ていない）。（10h）は、der 
Deutsche/ein Deutscher となるように、形容詞の名詞化に関するものである。他
には der Bekannte/ein Bekannter、der Angestellte/ein Angestellter などがある。
　（10i）の32語については、その変化語尾について歴史的に一定の説明を与え
ることができる（ 7 節）。なお、そもそも男性名詞の複数形が（ 1 ）のように
なり、以下同様に中性名詞が（ 2 ）、女性名詞の複数形が（ 3 ）のようになる
ことになっている背景も、歴史的に紐解かなければならない。次節では、古ゲ
ルマン語の名詞の分類について考察する。
3 ．古ゲルマン語における名詞の分類
　現代ドイツ語の名詞の分類としてすぐに思い浮かぶのは、「文法上の性」に
よる 3 つの分類だろう。しかし、実際には、性別の 3 分類以外に、その語尾の
変化の仕方によって強変化、弱変化、混合変化の三種の区分（12）もある（句
読点は原文のまま）。
（12） 今のドイツ語では名詞の種類をその語尾変化のしかたによって強変化，
弱変化，混合変化の三種とする．変化語尾として -［e］n を用いるものは
弱変化，複数にのみこの -［e］n を用い，単数には他の形の語尾変化（卽
ち強変化語尾）を用いるものを混合変化，それ以外の名詞は強変化で
あって，男性および中性名詞においては単数二格に -［e］s という語尾を
用いるのが強変化の特徴である．しかるに中高独語においてはまだ混合
変化をなすものがなく，強変化にも，男・女・中各性の名詞を含んでい
る．（相良1954: 16f.）
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（12）が述べているところは、（a）性別を問わず、強変化語尾があったのであ
り、古い時代のドイツ語では、性別を覚えたからと言って、確実に変化語尾を
予測できるものではないということ、また（b）複数形の語形体系も考える必
要があるため、実際には 3 分類では足りない、ということである。ゲルマン語
の強変化は、（13）のようなものである（句読点は原文のまま）。
（13） 例えば Wolf（狼）のことをゲルマン語（Germanisch, 略 : Germ.）では
wulfas（単数一格），wulfam（四格）と言ったが，wulf は語根であり，a
は語幹を作る尾音であり，s や m は変化語尾である．卽ち単数一格でも
語幹に語尾を附したわけである．（相良1954: 17）
古ゲルマン語では、次の（14）に示すように、活用（Deklination; 曲用ともい
う）の際の語幹の尾音が母音であるか子音であるかに応じて類型が分かれてい
た。
（14）a. 母音活用　a-, o-, i-, u-Deklination
 　　b. 子音活用　n-, r-Deklination
ごく簡単に言うと、（14a）の活用尾音 a, o, i, u はすべて現代語では e という弱
音になっていると考えればよい。以下、（14）をさらに細分化し、古高ドイツ
語（Althochdeutsch; Ahd.）について、名詞の活用の分類を詳しく見ることとす
るが、田中（2018）で報告されている通り（＝（15））、印欧語の名詞の語根
（Wurzel）- 語幹（Stamm）- 語尾（Endung）の三部構成は、ゲルマン語が語頭
アクセントを獲得することと連動して二部構成に再構成されている。アクセン
ト移行に伴い、語尾が衰退した後、新たに語幹だったものが語尾として再分析
されているのである。（13）の例で言えば、wulfas, wulfam だったものが、語尾
の ..s や ..m が脱落し、wulfa となった。この ..a という語幹の尾音が、新たに
変化語尾のように振る舞った。具体的には、単数形の語尾は ..a とし、複数形
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の語尾が wulfi という具合である。
（15） そもそも、印欧語の名詞は、語根（Wurzel）- 語幹（Stamm）- 語尾
（Endung）の三部構成による総合的な（synthetisch）格表示であったが、
それが時代が下るにつれて徐々に衰退し、分析的な（analytisch）格表示
に傾いている［…中略…］名詞の格表示は、はじめ語幹の種類別（母音
活用語幹と子音活用語幹）によって格変化を示すための語尾が異なって
いた。ところが、ゲルマン語が語アクセントを第一音節に固定したこと
により、アクセントのない語尾が消失することとなり［…中略…］語幹
が語尾として意識（再分析）されるようになってきた。（田中2018: 409）
4 ．男性名詞の原則的複数形語尾 ..e の由来
　現代ドイツ語の男性名詞に原則的につけることになっている語尾 ..e は、
（14a）の母音活用のうち、a-Deklination と i-Deklination に由来する。とりわ
け、a-Deklination のほうは、古ゲルマン語の時代から男性名詞に固定して用い
られていた。i-Deklination のほうは女性名詞の一部も含まれるが、ほとんどが
男性名詞に限られており、現代ドイツ語において中性名詞でこのタイプのもの
は、古くは男性名詞であったと推測される。たとえば、Pferd - Pferde などは、
動物であるため、Kuh - Kühe（女性名詞）や Wolf - Wölfe（男性名詞）などと
同類である。i が先行する音節の母音を変音（ウムラウト）させる力があるた
め、ウムラウト型の複数形を今に残す。
（16）a. tag - taga　ʻTag - Tageʼ
 　　b. gast - gesti　ʻGast - Gästeʼ
5 ．中性名詞の原則的複数形語尾 ..er の由来
　現代ドイツ語の中性名詞に原則的につけることになっている語尾 ..er は、
a-Deklination の変異である az-Deklination に由来する。この ..az は後に ..iz にな
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り、さらに ..ir となり、現在の ..er に通じている。古ゲルマン語の時代から、
中性名詞に多いとされていた形式である。上述の（16b）と同様、..ir もウムラ
ウトを起こす母音 i を含むため、この形式では常にウムラウトが生じる。
（17）hūs - hūsaz （→ hūsiz → hūsir）　ʻHaus - Häuserʼ
6 ．女性名詞の原則的複数形語尾 ..［e］ n の由来
　現代ドイツ語の女性名詞に原則的につけることになっている語尾 ..en は、
a-Deklination の変異である ja-Deklination に由来する。この ja とは、j ＝ i であ
り、本来は名詞が -i で終わっていた名詞群である。そこに ..n の語尾がつくこ
とになっていた（jan）。現代ドイツ語では、Geburt - Geburten や Fahrt - Fahrten
など女性名詞に転じているが、本来はこのタイプは男性名詞と中性名詞の 1 格
に ..i がつくものであった。現代ドイツ語でも、中性名詞 Bett - Betten や Hemd 
- Hemden、Gebäude - Gebäuden にその名残が見られる（このタイプは、現代ド
イツ語のパラダイムの中では例外的となるため、後述する）。geburti や varti
は、かつては中性名詞であった。..n 型という特徴から女性名詞にシフトして
いる。
（18）a. varti - vartin　ʻFahrt - Fahrtenʼ
 　　b. betti - bettin　ʻBett - Bettenʼ
なお、Zunge - Zungen のタイプは n-Deklination であり、これは後述する。現代
ドイツ語における女性名詞の語尾 ..en の由来は、多様であるが、現在は表層的
には ..en で統一されている。
7 ．注意の必要なもの
　（10i）にカウントされている32語について見てみる。この32語を（19）に示
す。
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（19）
das Auge - Augen das Bett - Betten
das Brot - Brote das Ende - Enden
das Flugzeug - Flugzeuge die Frucht - Früchte
das Frühstück - Frühstücke das Geschäft - Geschäfte
das Getränk - Getränke das Gramm - Gramm［e］
die Hand - Hände das Heft - Hefte
das Hemd - Hemden der Herr - Herren
das Jahr - Jahre der Junge - Jungen
der Mann - Männer das Meer - Meere
der Mund - Münder  die Mutter - Mütter
die Nacht - Nächte der Name - Namen
das Ohr - Ohren  das Paket - Pakete
das Papier - Papiere die Stadt - Städte
der Student - Studenten das Telefon - Telefone
die Tochter - Töchter der Tourist - Touristen
der Wald - Wälder die Wand - Wände
これらを細分化すると、以下のようになるだろう：
（20）男性名詞 ..er（ 3 語）
　a. Mann - Männer  　b. Mund - Münder  　c. Wald - Wälder
（21）男性名詞 ..en（ 5 語）
　a. Herr - Herren 　b. Junge - Jungen 　c. Name - Namen
　d. Student - Studenten 　e. Tourist - Touristen
（22）中性名詞 ..en（ 5 語）
　a. Auge - Augen 　b. Bett - Betten 　c. Ende - Enden
　d. Hemd - Hemden 　e. Ohr - Ohren
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（23）女性名詞 ..e（ 7 語）
　a. die Frucht - Früchte b. Hand - Hände c. Mutter - Mütter
　d. Nacht - Nächte e. Stadt - Städte f. Tochter - Töchter
　g. Wand - Wände
（24）中性名詞 ..e（12語）
　a. Brot - Brote b. Flugzeug - Flugzeuge c. Frühstück - Frühstücke
　d. Geschäft - Geschäfte e. Getränk - Getränke f. Gramm - Gramm［e］
　g. Heft - Hefte h. Jahr - Jahre i. Meer - Meere
　j. Paket - Pakete k. Papier - Papiere l. Telefon - Telefone
以下、（20）から（24）まで順に考察していく。
7．1．　男性名詞 ..er（ 3 語）
　このタイプは、中性名詞に多いとして、（17）で説明したが、本来は家畜
（経済動物）の名称がこのタイプに属していた。
（25） Besonders fest ist -ir in einigen Tierbezeichnungen: lamb, kalb ʻKalbʼ, huon 
ʻHuhnʼ, rind ʻRindʼ, farh ʻFerkelʼ. Regelmäßig haben ir-Plural die Wörter blat 
ʻBlattʼ, ei （Pl. eigir, eier） ʻEiʼ, （h） rīs ʻReisʼ ［...］ （Braune 1959: 185）
Mann は動詞 mahnen（雌が雄を求めて鳴く）からできた語であり、本来は「家
畜」を連想させる語であったことから、（25）のように分類された結果、複数
形が ..er になっていると考えることができる。Mund は Münde という複数形も
あるため、（ 1 ）に分類してもよい。Wald は、中性名詞 Wal（戦場）から来た
語であり、本来は中性名詞であったため、（ 2 ）に合致する。
7．2．　男性名詞 ..en（ 5 語）と中性名詞 ..en（ 5 語）
　この語尾 ..en は、すでに（18）で示したように a-Deklination の変異である
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ja-Deklination に由来する。語幹が -i で終わるタイプの名詞群であり、現代ド
イツ語では ..en のタイプは女性名詞にシフトすることが多いが、一部性別がシ
フトせずに残っている。女性名詞にシフトせず、男性名詞や中性名詞のままで
あるタイプは限定的ではあるが、とりわけ男性弱変化名詞（schwache 
Maskulina）についてはよく知られている。なお、（21d）Student の -ent や、
（21e）の Tourist の -ist は外来語由来のものであるため、後述する。
　注意が必要なのは、① Bett や Ohr のように、元は betti, ōri のように -i で終
わっていたにも関わらず、i が複数形語尾の ..en のほうに再分析されてしまっ
た語、② Garten や Frieden のように、複数形が単数形（見出し語）として再分
析されてしまった語が混在していることである。（21a） herri, （22b） betti, （22d） 
hemdi, （22e） ōri は①に属する。②に属するのは（21c）Name で、これは現代
語でも 2 格が Namens となることからもわかるように、Namen というのが見出
し語になりつつある過渡期と見られる。
　外来語の音節（強勢がある）-ent, -ant（たとえば Elefant）, -ist などは、強勢
の関係から、強弱リズムを好むため、語尾が ..en となる：
（26）Stu［弱］.dent［強］ - Stu［弱］.den［強］.ten［弱］
7．3．　女性名詞 ..e（ 7 語）
　そもそも、現代語において、女性名詞単数形に -e で終わる語が多い理由と
しては、これらが o-Deklination であることが挙げられる。単数形 gëbo が複数
形 gëba になるパターンであるが、この末尾音 -o と -a がいずれも弱音の -e に
なってしまったが故に単数と複数の区別ができず、複数形にはさらに ..n がつ
いて ..en 型となった。
　（23）で挙げられている 7 語に加えて、A 2 レベル以上の語彙では Maus - 
Mäuse や Kuh - Kühe などが、複数形語尾 ..e をとる女性名詞である。Hand, 
Wand, Stadt, Nacht のように音韻的に -t で終わる女性名詞は i-Deklination であっ
たため（Cf.（27））、ある程度の一般化が可能である。ただし、Freundschaft な
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どの -schaft は接尾辞であるため、ここで言う -t で終わるというのは語根名詞
（接辞のついていない名詞）に限る。
（27）craft - crefti　ʻKraft - Kräfteʼ
（16b）でも見たように、この i-Deklination はウムラウトを生じさせる活用であ
る。親族関係の語で、 1 親等である Vater・Mutter と Sohn・Tochter は同じ体系
（i-Deklination） で あ り、 2 親 等 に な る と Bruder - Brüder と Schwester - 
Schwestern の対比が示すように、もはや共通性はない。このような意味の類推
による援用は、Maus や Kuh にも見られる。農耕民族・狩猟民族であった古ゲ
ルマン人にとって、一部の「家畜（経済動物）」は ..er 型の変化をするのに対
し、それ以外の動物は Wolf - Wölfe, Pferd - Pferde などに見られるように ..e 型
になっていることが多い。なお、「犬」はオオカミが家畜化されたものである
ため、Hund は i-Deklination ではなく a-Deklination であり、後発であるという
ことがわかる。
7．4．　中性名詞 ..e（12語）
　このタイプの名詞群は、複数形がいずれもウムラウトしていないため、
a-Deklination であることがわかる。ところが a-Deklination は、元来は男性名詞
に限定されていたため、現代ドイツ語において中性名詞で a-Deklination 由来で
あるものは、かつては男性名詞であったか、あるいは後発として a-Deklination
が男性名詞限定である原則が崩れてきてからの後発のものである可能性があ
る。これら（24）のタイプについては、次稿で改めて考察したい。Braune
（1959: 183f.）によれば、一音節の中性名詞はこの a-Deklination になるという
こと（＝（28））、また、古ゲルマン語では中性名詞と男性名詞が相互に性別を
超えて用いられるケースが少なくなかった（＝（29））ことが報告されている。
そのため、元来は男性名詞に限られていた a-Deklination が次第に中性名詞にも
拡大していったと考えることはできる。なお、Getränk や Gerät などは、Ge- が
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ついているため多音節ではあるが、Ge- は gi- を語源とする接頭辞であり、こ
のルールにおいてはカウントしない。すなわち、Getränk も Gerät も ..e 型であ
る。また、Papier - Papiere, Paket - Pakete は、複音節ながら語末アクセントの特
徴がある。このタイプでは、（26）同様に強弱アクセントが求められるが、男
性名詞ではないため、..en ではなく ..e をつける。
（28）Weil die meisten neutralen Suffixe （-la-, -na-, -ra- u. a.） a-stämmig sind, 
flektieren sehr viele ahd. Neutra wie wort: einsilbige wie barn ʻKindʼ, fël （Gen. fëlles） 
ʻFellʼ, jār ʻJahrʼ, sēr ʻSchmerzʼ, swërt ʻSchwertʼ ［...］
（29）Manche ［maskuline］ Wörter werden auch als Neutra gebraucht, z. B. muot ʻSinnʼ, 
jāmar ʻJammerʼ, tuom ʻUrteilʼ ［...］ Manche Neutra werden auch als Maskulina 
gebraucht, z. B. folk ʻVolkʼ, lōn ʻLohnʼ, tal ʻTalʼ; ［...］（［　］内は筆者が追加）
8 ．結語にかえて
　本稿で考察した複数形のルールは、まとめると（30）のようになる。
（30）a. 　..e 型　
　　　 1 . 男性名詞のほとんど
　　　 2 . 一音節の中性名詞
　　　 3 . 複音節の中性名詞で、語末アクセントのもの
　　　 4 . 動物を表す名詞
　　　 5 . 語根が -t で終わる女性名詞
 　　b. 　..er 型　
　　　 1 . 中性名詞のほとんど
　　　 2 . 家畜（経済動物）
 　　c. 　..en 型　
　　　 1 . 女性名詞のほとんど
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　　　 2 . 元来は -i で終わっていた男性・中性名詞
 　　d. 　s 型　
　　　 1 . 開音節で、語末が -e 以外の母音である名詞
　　　 2 . 短縮語
試みに、A 2 レベルの基本語彙（出典 : Goethe-Zertifikat）から30語の名詞を取
り出し、（30）の有用性を考察する。なお、名詞の抽出の際は、予め（10d, e, f, 
h）は外しておく。
（31）
die Ahnung - Ahnungen der Anfang - Anfänge
die Angst - Ängste der Anruf - Anrufe
die Antwort - Antworten der Anzug - Anzüge
die Apotheke - Apotheken die Arbeit - Arbeiten
die Auskunft - Auskünfte die Bäckerei - Bäckereien
das Blatt - Blätter der Dino - Dinos
das Dorf - Dörfer der Eingang - Eingänge
das Fach - Fächer das Fest - Feste
das Gerät - Geräte das Geschenk - Geschenke
das Gleis - Gleise das Haar - Haare
die Huhn - Hühner die Insel - Inseln
das Klavier - Klaviere das Konzert - Konzerte
der Krimi - Krimis das Kamel - Kamele
die Kunst - Künste die Luft - Lüfte
der Mensch - Menschen der Ort - Orte
（30）に基づいて、これら30語を分類してみると（32）のようになった。* 印
をつけた語については、説明がうまくいかない。（33- 1 ）に挙げられている
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das Blatt - Blätter / das Dorf - Dörfer / das Fach - Fächer も一音節の中性名詞である
が、（32- 2 ）: 一音節の中性名詞が ..e 型という決まりに合致しない。なお、
（34- 1 ）にある die Antwort - Antworten / die Arbeit - Arbeiten については、たし
かに -t で終わる女性名詞ではあるが、ant- は接頭辞であるし、Arbeit の語源は
Erbe であり、語末の -t は語根には含まれないため、例外ではない。
（32）　..e 型　
　 1 . 男性名詞のほとんど
 　　 der Anfang - Anfänge / der Anruf - Anrufe / der Anzug - Anzüge /
 　　 der Eingang - Eingänge / der Ort - Orte
　 2 . 一音節の中性名詞
 　　 das Fest - Feste / das Gerät - Geräte / das Geschenk - Geschenke /
 　　 das Gleis - Gleise / das Haar - Haare
　 3 . 複音節の中性名詞で、語末アクセントのもの
 　　 das Klavier - Klaviere / das Konzert - Konzerte
　 4 . 動物を表す名詞
 　　 das Kamel - Kamele
　 5 . 語根が -t で終わる女性名詞
 　　 die Angst - Ängste / die Auskunft - Auskünfte / die Kunst - Künste /
 　　 die Luft - Lüfte
（33）　..er 型　
　 1 . 中性名詞のほとんど
 　　 das Blatt* - Blätter / das Dorf* - Dörfer / das Fach* - Fächer
　 2 . 家畜（経済動物）
 　　 die Huhn -- Hühner
（34）　..en 型　
　 1 . 女性名詞のほとんど
 　　 die Ahnung - Ahnungen / die Antwort - Antworten / die Apotheke - Apotheken /
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 　　 die Arbeit - Arbeiten / die Bäckerei - Bäckereien / die Insel - Inseln
　 2 . 元来は -i で終わっていた男性・中性名詞
　　　　 der Mensch -- Menschen
（35）　s 型　
　 1 . 開音節で、語末が -e 以外の母音である名詞
 　　 der Dino - Dinos
　 2 . 短縮語
 　　 der Krimi - Krimis
紙幅の関係で考察が不足している（24）のタイプについては、もう少し丁寧に
紐解かなければならない。次稿で改めて詳報したい。
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